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道のり　　　 ⇒

ネットワーク⇒ 起業する方たちはありがたい存在になると思う。
アドバイス  ⇒ 諦めなければ必ず実現できる。このことを信念にもっている。
活性化  　  ⇒ 厚木市の子育て支援の手厚い支援をお願いしたい。
2グループ井上武議員
道のり       ⇒ 業種変更をした。体を壊して現在の仕事をした。
ネットワーク⇒

アドバイス  ⇒ ビジョンをしっかり持つ。細く長く理念を持っていくことが重要。
活性化      ⇒

3グループ遠藤浩一議員
道のり       ⇒ 起業後スクールを知った。踏み出せない自身に娘さんが背中を押してくれた。 
ネットワーク⇒ とても大切である。ネットワークが直接商売に反映する。
アドバイス  ⇒

活性化      ⇒

4グループ越智一久議員
道のり       ⇒

ネットワーク⇒ フェイスブックで横のつながりを強めていく。
アドバイス　⇒ 起業するに当たり、良く調査してから十分確認して進めてください。
活性化　　　⇒

　　　　　　　平成30年11月28日
平成30年度　　　第13回議会報告会

都市経済常任委員長　名切文梨

・厚木の「活性化」について

意見交換
（テーマ）

・厚木で起業までの「道のり」について

・今後、厚木で起業を目指す方に「アドバイス」は

・厚木での企業同士の「ネットワーク」について

報　告　書
平成30年11月26日　19時　～　20時35分

担当議員

報告事項
・都市経済常任委員会関連の産業振興関係の報告

あつぎ起業スクール修了者　18人

・都市経済常任委員会関連の平成29年度決算報告

厚木市役所本庁舎５階　第二委員会室

名切文梨、髙橋豊、井上武、遠藤浩一、越智一久、
井上敏夫、石井芳隆

意見書等
の検討が
必要な
意見等

1グループ井上敏夫議員

参加者
からの
質問・
意見等

4グループの発表

産業振興部への要望意見として
１　「あつぎ起業スクール」を修了した方々の異業種交流を一期生の方々より定期的
な開催
２　終了した方々への更なるフォローアップの強化
の上記２つを具申したい。

他市との差別化をし、厚木市のこだわりを持って、数あるイベント行事
の仕掛けの精度を上げながら、上手な情報発信をしていくことが必要
である。

経験をして起業セミナーが後押ししている。経験・技術を活かして壮大
な計画を推し進めた。

起業した先に対して、軌道に乗るまで見守っていただきたい。厚木市の
活性化する事には、特色を出していただきたい。

居場所探しから起業を始めた。地域社会の貢献を着目して起業した。
人は心と身体が健やかで初めて健康であると定義づけが分かったこと
から起業を始めた。

異業種交流は必要である。横のつながりはしっかりしているが、縦のつ
ながりを強めたい。

起業家のチームの異業種があるので、厚木ブランドを作ることが、活性
化につながる。

自分で情報収集すること。一歩踏み出す。制度を充実して起業を目指
していただきたい。


